
お申し込み
はこちら

受賞テーマの研究発表を、対面とオンラインのハイブリッドで開催いたします。

2026.5.13 水
～16:50

松江キャンパス大学ホール

TEL: 0852-32-6632
E-mail : rsd-kenkyu＠office.shimane-u.ac.jp

14:00

【お問合せ】島根大学 研究・地方創生部
               研究推進課 学術研究支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ

研究表彰

 （学術）

研究表彰

 （功労）

令和７年度

法文学部 教授 宮本 恭子

生物資源科学部 山本達之・ヌータラパティ研究グループ

研究表彰

 （奨励）

法文学部 准教授 岩本 崇

国内外の研究を牽引
する顕著な功績があっ
た研究者

医学部 教授 谷戸 正樹

医学部 准教授 桑子 賢一郎

研究表彰講演会

本学における研究上

の業績が顕著で他の
研究者の規範となる
研究者

本学の主たる研究
領域として発展が
期待できる研究成
果を上げた若手研
究者

島根大学

古墳時代青銅鏡を軸とする古墳編年の構築と地域史に関する研究

緑内障診療の高度化に関する研究

神経活動の新規制御システムに基づく先駆的抗脳老化戦略に関する研究

家族介護者に健康・幸福をもたらす家族総合政策に関する研究

インド等の大学との国際共同研究を通したラマン分光法の医学・生物学
応用に関する研究

教育学部 講師   津多 成輔

共生社会の実現に向けた学校教育の社会的機能に関する研究

人間科学部 講師 豊島 彩

高齢期における孤独の評価と心理社会的発達に関する研究



14:00-14:10 開会の挨拶 齋藤 文紀  副学長（研究推進担当）

14:10-14:30  （学術）谷戸 正樹（医学部・教授）

「緑内障診療の高度化に関する研究」

14:30-14:50  （奨励）津多 成輔（教育学部・講師）

「共生社会の実現に向けた学校教育の社会的機能
に関する研究」

14:50-15:10  （奨励） 豊島 彩（人間科学部・講師）

「高齢期における孤独の評価と心理社会的発達に関する研究」

15:10-15:30  （学術） 岩本 崇（法文学部・准教授）

「古墳時代青銅鏡を軸とする古墳編年の構築と
地域史に関する研究」

15:40-16:00  （学術） 桑子 賢一郎（医学部・准教授）

「神経活動の新規制御システムに基づく
先駆的抗脳老化戦略に関する研究」

16:00-16:20 （功労） 宮本 恭子（法文学部・教授）

「家族介護者に健康・幸福をもたらす家族総合政策
に関する研究」

16:20-16:40  （功労） 山本 達之（生物資源科学部・教授）
Hemanth Nag Noothalapati Venkata
（生物資源科学部・准教授）

「インド等の大学との国際共同研究を通したラマン
分光法の医学・生物学応用に関する研究」

16:40-16:50  閉会の挨拶 大谷 浩 学長

令和7年度島根大学研究表彰講演会プログラム

日 程：令和８年５月１３日（水） １４時～１６時50分

開催方法：対面（松江キャンパス大学ホール）、オンラインのハイブリッド

【休憩時間10分】

※オンライン

※オンライン
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